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　八戸地域広域市町村圏事務組合は、昭和46年４月１日に�
八戸市、三戸郡の10町村及び上北郡の２町の13市町村が、�
行政区域を越えて広域的に事務を共同処理するために設立さ
れた一部事務組合であり、その後の市町村合併による圏域内
の市町村の変遷を経て、平成18年３月には、現在の八戸市、
三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村及びおい
らせ町の８市町村を構成団体とする組織体制となり、このた
び、令和３年４月１日に組合設立50周年という大きな節目を
迎えました。
　組合設立当初は、消防・救急業務を共同処理事務として実
施し、その後、平成３年２月にはし尿処理施設、平成４年９
月にはごみ焼却施設、平成12年４月にはリサイクルプラザの
管理運営を実施し、さらに平成11年４月には介護認定審査会
運営業務を共同処理事務に加えるなど、圏域住民の行政ニー
ズに的確に応えるべく事務を順次拡大し、住民福祉の向上に
取り組んでまいりました。
　しかしながら、組合設立当初から社会経済情勢は大きく変
化し、特に近年、少子高齢化、人口減少社会の到来による新
たな行政課題への的確な対応が求められる中、当組合を構成
する８市町村では、国の新たな広域連携の仕組みである定住
自立圏制度や連携中枢都市圏制度も活用し、圏域の一体的振
興・発展に取り組んでおります。
　当組合といたしましては、これまで実施してまいりました
広域行政サービスを今後とも着実に実施し、サービスの向上
を図るとともに、より一層構成市町村との連携を深め、活気
ある圏域づくりに取り組んでまいる所存であります。
　結びに、組合設立50周年に当たり、これまで圏域の発展に
御尽力を賜りました多くの関係の皆様に対し、深く敬意と感
謝を申し上げますとともに、更なる発展に向けて、一層のお
力添えを賜りますようお願い申し上げます。

令和３年10月
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50周年を迎えて



3

［事 務 局］

［事 務 局］

［総　務　部］ 総　務　課

［行政管理課］

［人　事　課］

［情報システム課］

［財　政　部］ ［財　政　課］

［契約検査課］

［健　康　部］ 介護認定審査課

［環境衛生部］ 八戸清掃工場

八戸リサイクルプラザ

八戸環境クリーンセンター

［建　設　部］ ［港湾河川課］

［建築住宅課］

総　務　課

予　防　課

警　防　課
［出 納 室］

指 令 救 急 課

八 戸 消 防 署

八戸東消防署監査委員

三 戸 消 防 署

議　会 五 戸 消 防 署

［議 事 課］ おいらせ消防署

消防本部

事務局

副管理者管理者

会計管理者

庶 務 課

組合の組織・機構図

［　　　］は八戸市職員が併任
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1969 昭和44.７.23 八戸地域広域市町村圏の指定を受ける（自治省）
1970 45.３.28 八戸地域広域市町村圏計画を策定
1971 46.４.１

７.１

八戸地域広域市町村圏事務組合発足
事務局を八戸市庁舎内に設置
東京事務所を設置
広域消防事務の開始
八戸市消防団事務を受託
事務局を消防本部庁舎に移転

1973 48.11.１ 特別消防隊設置
1974 49.７.18 特別養護老人ホームの共同処理事務を開始

特別養護老人ホーム着工
1975 50.３.25

４.21
特別養護老人ホーム「やくら荘」竣工
特別養護老人ホーム「やくら荘」業務開始

1976 51.２.18 八戸地域広域市町村圏振興整備構想研究報告書を策定
1978 53.４.７

12.21
消防本部に特別救助隊設置
第２次八戸地域広域市町村圏計画を策定

1980 55.３.27
12.28

新八戸地域広域市町村圏計画を策定
事務局を八戸市新庁舎に移転

1981 56.４.１ 東京事務所を八戸市に移管
1982 57.７.１ 八戸、八戸東、三戸、五戸署の４署に特別救助隊設置
1984 59.12.25 自治省の「地域経済活性化対策推進地域」に選定される
1985 60.４.30

９.19
八戸地域経済活性化計画を策定
新八戸地域広域市町村圏計画後期基本計画を策定

1986 61.１.28
４.１

消防救急指令管制システムを設置
国際消防救助隊を設置

1990 平成２.３.８
６.22
12.20

自治省の「新地域経済活性化対策推進地域」に選定される
新八戸地域経済活性化計画を策定
自治省の「ふるさと市町村圏」に選定される

1991 ３.２.１

２.15
３.26

し尿処理業務の開始 （同年１月31日に解散した、八戸地区環境整備組合
を統合し業務を引き継ぐ。）
八戸地域広域ふるさと市町村圏基金を造成（同年5月と5億円ずつ造成）
八戸地域ふるさと市町村圏計画を策定

1992 ４.９.１ ごみ焼却施設の共同処理事務開始
1993 5.１.11

３.22
事務局を八戸地域地場産業振興センターに移転
八戸環境クリーンセンター第２処理場竣工

1994 ６.３.18 八戸環境クリーンセンター管理棟竣工
1995 ７.３.31

４.１

７.６
９.１

百石清掃工場を廃止
（仮称）新清掃工場を八戸清掃工場第一工場に、櫛引清掃工場を八戸清掃
工場第二工場に名称変更
自治省の「地域経済基盤強化対策推進地域」に選定される
八戸清掃工場第一工場稼働開始

1996 ８.３.15
３.26
７.１

八戸地域ふるさと市町村圏後期計画策定
八戸地域広域事務組合行政改革大綱策定
八戸清掃工場第一工場竣工

1997 ９.４.１
11.１

消防本部、旧八戸圏域水道企業団庁舎に移転
八戸市防災コミュニティセンター管理事務を受託

組合のあゆみ
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1998 平成10.４.１
７.15
12.25

リサイクルプラザの設置及び管理運営業務の共同処理開始
自治省の「新地域経済基盤強化対策推進地域」に選定される
議会に事務局を設置

1999 11.４.１
６.10
10.１

介護認定審査会に関する事務の共同処理開始
国土庁計画・調整局の「地域戦略プラン」に認定される
介護認定審査会を設置

2000 12.４.１ 液化石油ガス設置工事の届出の受理に関する事務の開始
八戸北消防署を設置
八戸リサイクルプラザ稼働

2001 13.３.26
６.14
10.26

第２次八戸地域ふるさと市町村圏計画策定
総務省の「新地域経済基盤強化対策推進地域」に選定される
組合創立30周年記念式典

2004 16.７.１
９.７

五戸町が倉石村を編入合併したことにより構成市町村が12となる
総務省の「地域経済活性化対策推進地域」に認定される

2005 17.３.31 八戸市が南郷村を編入合併したことにより構成市町村が11となる
2006 18.１.１

３.１

３.22

名川町、南部町及び福地村が新たに南部町（なんぶちょう）を新設合併
したことにより構成市町村が９となる
百石町及び下田町が新たにおいらせ町を新設合併したことにより構成市
町村が８となる
第２次八戸地域ふるさと市町村圏計画（前期）基本計画の終了年度を17
年度から18年度へ１年延長

2007 19.３.26

８.31

第２次八戸地域ふるさと市町村圏計画（前期）基本計画の終了年度を18
年度から19年度へ１年延長
特定地域経済活性化対策推進地域（第２次）に選定される

2008 20.３.26
４.１

第３次八戸地域ふるさと市町村圏計画策定
八戸市から火薬類取締法に基づく事務を受託

2009 21.４.１ 五戸町及び階上町から火薬類取締法に基づく事務を受託
2010 22.４.１

８.21
南部町から火薬類取締法に基づく事務を受託
地域力創造推進地域に選定される

2011 23.４.１

８.27
11.25

特別養護老人ホームやくら荘を社会福祉法人ファミリーへ移譲
おいらせ町から火薬類取締法に基づく事務を受託
組合設立40周年記念式典
消防本部・八戸消防署新庁舎竣工（同年12.25移転）

2012 24.１.１
３.８
４.１

八戸北消防署の名称をおいらせ消防署に変更
高機能消防指令センターの運用を開始
三戸町・田子町・新郷村から火薬類取締法に基づく事務を受託
事務局を八戸市庁に移転し、健康部介護認定審査課を新設

2013 25.４.１ 八戸消防署に救助専任の特別救助隊を設置
2014 26.４.１ 八戸市馬淵川水防センター管理事務を受託
2015 27.３.23 おいらせ消防署北分遣所新庁舎竣工（同年４.１業務開始）
2017 29.１.１

４.１
八戸市の中核市移行に伴い八戸消防署の特別救助隊を高度救助隊に昇格
八戸東消防署、三戸消防署に特別救助隊を設置

2018 30.３.31

７.23

第３次八戸地域ふるさと市町村圏計画の計画期間満了
広域活動計画に基づくソフト事業の終了
八戸地域広域ふるさと市町村圏基金を廃止
五戸消防署新庁舎竣工（同年７.31移転）

2019 令和元.７.２ 五戸消防署西分遣所新庁舎竣工（同年７.10移転）
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おいらせ消防署管内

八戸消防署管内

八戸東消防署管内

三戸消防署管内

五戸消防署管内

おいらせ町

五戸町

新郷村

三戸町

南部町
階上町

八戸市

田子町

1
2

3

6

5

7

4

8
10

9
11

15
13

16

12

17

14

18

19

消防本部

職員数� 45
指揮車� 1
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
資機材搬送車� 1
屈折はしご車� 1
救助工作車� 1
救急車� 1
広報車� 1
ボートトレーラー� 1

八戸東消防署8

職員数� 9
水槽付消防ポンプ車� 1

小中野分遣所11

職員数� 18
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1

階上分署10
職員数� 31
指揮車� 1
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救助工作車� 1
救急車� 1

三戸消防署12

職員数� 26
指揮車� 1
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1
非常用救急車� 1

五戸消防署16

職員数� 26
指揮車� 1
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1
非常用救急車� 1
非常用水槽付消防ポンプ車� 1

おいらせ消防署18

職員数� 18
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1
非常用救急車� 1

名川分署13

職員数� 15
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1
広報車� 1

西分遣所17

職員数� 9
消防ポンプ車� 1
救急車� 1

北分遣所19

職員数� 18
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1
広報車� 1

田子分署14

職員数� 9
消防ポンプ車� 1
救急車� 1
広報車� 1

福地分遣所15

職員数� 15
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1

鮫分署9

消防長� 1
次長� 1
総務課� 14
予防課� 12
警防課� 10
指令救急課� 20

消防本部1

職員数� 55
指揮車� 1
消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
はしご車� 1
救助工作車� 1
救急車� 1
消防隊員輸送車� 1
地震体験車� 1
防火広報車� 1
広報車� 1
資機材搬送車� 2
消防用自動二輪車� 1
ボートトレーラー� 1

八戸消防署2

職員数� 19
化学車� 1
大型高所放水車� 1
大型化学車� 1
泡原液搬送車� 1
救急車� 1

河原木分署3
職員数� 15
非常用消防ポンプ車� 1
水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1

南郷分遣所4
職員数� 15
消防ポンプ車� 1
非常用水槽付消防ポンプ車� 1
救急車� 1

尻内分遣所5

職員数� 15
化学車� 1
非常用消防ポンプ車� 1
救急車� 1
水利点検車� 1

根城分遣所7

職員数� 9
水槽付消防ポンプ車� 1
非常用消防ポンプ車� 1

桔梗野分遣所6
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救助工作車

五戸消防署

救急車

三戸消防署

おいらせ消防署

水槽付消防ポンプ車

八戸東消防署

支援車

消防本部・八戸消防署

40m級はしご車

施設概要
昭和46年７月１日発足時
１本部４署４分署７分遣所

職員190人
消防ポンプ車� 15台
水槽付消防ポンプ車� 7台
化学車� 3台
はしご車� 1台
救急車� 7台
　　　　　　　　　計�33台

令和3年4月１日現在
１本部5署5分署８分遣所
職員414名（条例定数）

消防ポンプ車� 11台 救助工作車� 3台
水槽付消防ポンプ車� 13台 救急車� 16台
化学車� 2台 指揮車� 9台
屈折はしご車� 1台 広報査察車� 7台
はしご車� 1台 資機材搬送車� 3台
大型高所放水車� 1台 支援車� 1台
大型化学車� 1台 水利点検車� 1台
泡原液搬送車� 1台 その他� 16台

　　　　　　　計�87台
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地域の安心・安全を守る

日々の訓練で培った部隊活動により、多様化、大規模化する災害に備える

様々な資機材、高度な技術を備えた人命救助のスペシャリスト

医療機関との連携強化でさらなる救命率の向上を目指す

　八戸広域消防本部は、８市町村の広域人口31万
人の生命、身体、財産を守るため5消防署、5分署、
８分遣所、消防ポンプ車等の災害対応車34台を配
備し、住民の要望に応えるよう日夜防災の任務にあ
たっています。

　平成29年１月１日八戸市の中核市移行に伴い、八戸消防署
特別救助隊を高度救助隊へ、八戸東消防署、三戸消防署
の救助隊を特別救助隊へ昇格しました。
　また、海外で大災害が発生した場合に救助隊を派遣する
「国際消防救助隊」に県内で唯一登録しています。
　これらの災害へ備え、日々訓練に努めています。

　全16隊体制で救急医療における地域格差の緩和と救急患者の救命率及び社会復帰率の
向上を図ることを目的に、ドクターカー、ドクターヘリと連携し、傷病者の症状に応じた的確な
処置を行いながら、医療機関への搬送を行っております。

建物火災想定訓練　

消防救助技術大会 国際救助隊員による救出訓練

女性隊員の活躍 ドクターヘリとの連携

コンビナート火災想定訓練

女性消防隊員の活躍　

水難救助訓練　

交通事故での医師との連携　

ドクターカーとの連携

車両からの救出訓練

平成29年に発足した八戸消防署高度救助隊

高機能消防指令センターの様子

火災

救助

救急

建物火災
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　介護認定審査会は、八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、�
新郷村、おいらせ町の８市町村の介護認定審査会に関する事務を共同処理する
ため、平成11年に設置されました。
　介護認定審査会の委員は、医療・保健・福祉に関する学識経験者で構成され
ており、現在140名の委員が、20の合議体で介護保険制度における介護認定の
審査判定業務を行っています。
　介護認定の審査判定は、介護保険制度の根幹に位置づけられており、公平・
公正な審査判定を行うよう努めています。

年度 件数 年度 件数
平成11 7,001 平成22 15,076

平成12 14,384 平成23 13,668

平成13 14,394 平成24 13,448

平成14 15,930 平成25 13,765

平成15 16,453 平成26 14,021

平成16 15,681 平成27 13,924

平成17 9,919 平成28 13,471

平成18 13,070 平成29 12,560

平成19 11,405 平成30 12,152

平成20 13,588 令和元 12,802

平成21 12,685 令和２ 8,594

審査判定処理件数（単位：件）

被
保
険
者

市
町
村

申請

通知

調査員による

主治医による

審査判定依頼審
査
判
定
結
果
通
知

認 定 調 査 票

主治医意見書

コンピュータによる
一次判定結果
審査資料

二次判定業務

認定審査会

対象者振分け
資料事前配布

１委員会あたり約20～40件
１日最多３委員会開催

介護認定審査会の概要

第11期介護認定審査会委員委嘱状交付式及び組織会（平成31年4月6日開催）

介護認定審査会
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八戸清掃工場　第一工場

八戸清掃工場　第二工場

八戸リサイクルプラザ

八戸環境クリーンセンター　第１処理場

八戸環境クリーンセンター　第２処理場

八戸環境クリーンセンター　管理棟

八戸清掃工場
　八戸清掃工場は、２工場３炉体制で、八戸市、南部町（旧
福地村）、階上町から搬入される年間約７万トンの一般廃棄物
を焼却しています。
　余熱利用として、第一工場で発生した蒸気は、両工場の冷
暖房や給湯のほか、発電にも利用され、両工場で消費する
電力量の約70％を賄っています。また、最終処分場埋立量
削減とリサイクル率向上のため、焼却残渣の約25％が鉄、溶融
スラグ、セメント原料として再資源化されています。
　両工場とも老朽化が進んでいますが、定期的な点検整備に�
加え、基幹的設備改修工事を計画的に実施し、安定稼働と延命
化に取り組んでいます。

八戸環境クリーンセンター
　八戸環境クリーンセンターは、第１処理場と第２処理場の
２つを有しております。
　平成23年の東日本大震災により大きな被害を受けましたが、
災害復旧工事を経て平成24年９月に稼働を再開しております。
　現在は、第１処理場を浄化槽汚泥専用施設とし、脱水機に
よる処理を行ない、第２処理場をし尿専用施設とし、標準脱
窒素処理及び高度処理を行っております。この２つの処理場
でし尿・浄化槽汚泥の効率的、安定的な処理を行い、公共用
水域の水質保全と生活環境の保全に努めております。

　八戸リサイクルプラザは、資源循環型社会に対応するための
廃棄物中間処理施設として、平成12年４月に稼働を開始し、
現在に至っております。
　当施設は、八戸市、南部町（旧福地村）、階上町から排出され
た不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみの処理を行う工場棟と、ごみ�
減量やリサイクルに関する普及啓発を目的とするプラザ棟で構成
されています。
　工場棟では、不燃ごみ、粗大ごみを破砕処理し、破砕物や�
資源ごみから鉄・アルミ、缶・ビン・ペットボトル、紙類等の資源
物を選別回収することにより、ごみの再資源化や減量化を図って
おります。
　プラザ棟では、施設見学、廃食用油を使用した石鹸作りなど
の体験教室、住民から不用品として提供された家具類の再生・
提供等を通じて、地域住民へのごみ減量やリサイクルに関する�
普及啓発に努めています。

八戸リサイクルプラザ
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八戸清掃工場の施設概要
施 設 第 一 工 場 第 二 工 場
所 在 地 八戸市大字櫛引字取揚石１番地１

敷 地 面 積 76,915.53㎡

延 床 面 積 10,992.36㎡ 8,337.95㎡

着 工 平成４年９月 昭和52年11月

竣 工 平成８年７月 昭和55年３月

総 事 業 費 149億7,620万円 30億5,347万円

焼 却 能 力 300ｔ/日（150ｔ/日×２基） 150ｔ/日（150ｔ/日×１基）

炉 形 式 全連続旋回流型流動床焼却炉 全連続日本鋼管フェルント式焼却炉
（ストーカ炉）

有害ガス除去 乾式除去（活性炭入消石灰噴霧） 乾式除去（活性炭入消石灰噴霧）

余 熱 利 用 自家発電、場内冷暖房、給湯 場内冷暖房、給湯

八戸リサイクルプラザの施設概要
所 在 地 八戸市大字櫛引字山田山１番地１

敷 地 面 積 24,139㎡

延 床 面 積 【工場棟】9,327㎡　　　【プラザ棟】2,125㎡　　　【計量棟】150㎡

着 工 平成10年８月

竣 工 平成12年３月

総 事 業 費 44億1,840万円

施 設 規 模

【工場棟】◦資源化ライン…49ｔ/5ｈ　◦破砕ライン…61ｔ/5ｈ
　　　　　◦紙・布ライン…61ｔ/5ｈ　◦有害ごみライン…0.09ｔ/5ｈ

【プラザ棟】リサイクル品展示コーナー、リサイクル工房、展示ホール、
　　　　　　図書・PRコーナー、ふれあい工房、会議室

八戸環境クリーンセンターの施設概要
施 設 第１処理場 第２処理場 管理棟
所 在 地 八戸市八太郎六丁目９番44号

敷 地 面 積 19,180.66㎡

延 床 面 積 4,458.49㎡ 4,598.04㎡ 862.23㎡

着 工 昭和62年８月 平成２年９月 平成5年９月

竣 工 平成元年９月 平成5年３月 平成６年３月

総 事 業 費 23億7,745万3千円 28億6,214万6千円 2億2,498万8千円

処 理 能 力
【浄化槽汚泥】
180ｋＬ/日

【し尿】
130ｋＬ/日 ―
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歴代管理者

歴代副管理者

三村官左衛門
百石町長
（H3.2〜H3.12）

工藤 専吉
名川町長

（S46.5〜S46.11）
（S50.6〜S50.9）

大河原 隆
八戸市助役
（H13.12〜H17.12）

田名部政一
八戸市副市長
（H23.4〜H25.11）
（H25.12〜H29.11）
（H29.12〜在任中）

須藤 昭雄
八戸市助役
（H3.2〜H13.12）

澤頭千太郎
下田町長
（S46.5〜S47.5）

夏坂 秀一
福地村長

（H17.2〜H17.4）
（H17.6〜H17.12）

松橋 良則松橋 良則
田子町長田子町長

（H23.6〜H23.12）（H23.6〜H23.12）

浜谷 豊美浜谷 豊美
階上町長階上町長

（H24.1〜H25.6）（H24.1〜H25.6）

夏堀市太郎
福地村長
（H3.6〜H5.6）

川﨑 嘉保
五戸町長

（S46.12〜S50.5）

三村正太郎
百石町長
（H17.6〜H18.2）
おいらせ町長
（H18.6〜H22.3）
（H26.5〜H30.3）

竹原 義人
三戸町長

（H25.6〜H27.6）

袴田 健義
下田町長
（H4.2〜H11.2）
（H11.3〜H17.3）

種市 良平
下田町長
（S47.6〜H3.1）

菅原 壽郎
八戸市助役
（H17.12〜H20.3）

山本 晴美
田子町長
（H27.6〜H28.1）
（H28.2〜H29.6）

渡部 剛己
田子町長
（H5.6〜H9.6）

村井安五郎
南部町長
（S50.9〜S54.4）

工藤 祐直
南部町長
（H18.2〜H19.6）
（R1 . 6〜R3 . 5）

杉澤 四郎
三戸町長
（H9.6〜H11.5）

三浦 正名
五戸町長
（H19.6〜H21.6）
（H29.6〜R1.6）

松尾 和彦
三戸町長
（R3.5〜在任中）

山本 憲昭
名川町長

（H11.6〜H11.9）

荒谷 定蔵
階上町長
（S54.6〜S58.6）

西　幹雄
八戸市副市長
（H20.4〜H23.3）

正部家佑介
階上町長

（H11.9〜H13.10）

木村弥太郎
新郷村長
（S58.6〜S62.9）

須藤 良美
新郷村長

（H21.6〜H23.6）

細川潤八郎
新郷村長

（H13.11〜H17.2）

谷内 政美
南部町長
（S62.9〜H3.6）

成田　隆
おいらせ町長
（H22.6〜H26.3）
（H30.6〜在任中）

初　代
秋 山 皐二郎

八戸市長
（S46.4〜H1.11）

２　代
中 里　信 男

八戸市長
（H1.11〜H13.11）

３　代
中 村　寿 文

八戸市長
（H13.11〜H17.11）

４　代
小  林　　眞

八戸市長
（H17.11〜在任中）
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歴代議長

歴代副議長

23　代
荒谷 憲輝
階上町議会議員
（R2.10〜在任中）

19　代
工藤 雄剛
八戸市議会議員
（H19.6〜H20.7）

12代・15代
長根 哲美
新郷村議会議員
（H14.6〜H16.6）
（H18.9〜H20.7）

10　代
泉山　元
八戸市議会議員
（H1.6〜H3.5）

初　代
坂本弥志衛
三戸町議会議員
（S46.6〜S51.3）

初　代
広田 真澄
八戸市議会議員
（S46.6〜S48.6）

20　代
前澤 時廣
八戸市議会議員
（H20.9〜H21.5）

13代〜14代
西塚 芳弥
名川町議会議員
（H16.6〜H17.12）
南部町議会議員
（H18.3〜H18.9）

11　代
谷地先次郎
八戸市議会議員
（H3.6〜H5.6）

２　代
澤上 弘志
百石町議会議員
（S51.3〜S54.6）

２　代
野沢　剛
八戸市議会議員
（S48.10〜S50.4）

21　代
越後 賢司
八戸市議会議員
（H21.7〜H23.5）

16　代
工藤 久夫
南部町議会議員
（H20.9〜H22.9）

12　代
上田善四郎
八戸市議会議員
（H5.6〜H7.5）

３　代
上野 正藏
階上町議会議員
（S54.6〜S58.6）

３　代
清野 慶造
八戸市議会議員
（S50.7〜S52.6）

22　代
立花 敬之
八戸市議会議員
（H23.7〜H25.5）

17　代
佐々木忠男
三戸町議会議員
（H22.9〜H24.3）

13　代
東野 礼二
八戸市議会議員
（H7.5〜H9.6）

４　代
有谷 善一
名川町議会議員
（S58.6〜S59.6）

４　代
田名部忠太郎
八戸市議会議員
（S52.7〜S54.5）

23　代
壬生八十博
八戸市議会議員
（H25.6〜H27.5）

18　代
畑中 弘實
階上町議会議員
（H24.3〜H26.3）

14　代
吉田 博司
八戸市議会議員
（H9.6〜H11.5）

5　代
澤口 益美
五戸町議会議員
（S59.9〜S63.3）

5　代
久保澤豊作
八戸市議会議員
（S54.6〜S56.6）

24　代
小屋敷　孝
八戸市議会議員
（H27.7〜H29.6）

19　代
東　利昭
新郷村議会議員
（H26.3〜H28.3）

15　代
藤川 友信
八戸市議会議員
（H11.6〜H13.6）

６　代
坂本清之助
階上町議会議員
（S63.3〜H3.4）

６　代
斎藤 健治
八戸市議会議員
（S56.6〜S58.6）

25　代
森園 秀一
八戸市議会議員
（H29.6〜R1.5）

20　代
山口 菊男
三戸町議会議員
（H28.3〜R1.6）

16　代
山口 広道
八戸市議会議員
（H13.6〜H15.5）

７　代
立花金一郎
南部町議会議員
（H3.6〜H4.4）

７　代
河村正太郎
八戸市議会議員
（S58.6〜S60.6）

26　代
松橋　知
八戸市議会議員
（R1.7〜R3.5）

21　代
三浦專治郎
五戸町議会議員
（R1.7〜R2.2）

17　代
田名部和義
八戸市議会議員
（H15.6〜H17.6）

８　代
荒谷 剛生
階上町議会議員
（H4.9〜H7.4）

８　代
松田 岩雄
八戸市議会議員
（S60.6〜S62.6）

27　代
高山 元延
八戸市議会議員
（R3.6〜在任中）

22　代
滝沢　仁
新郷村議会議員
（R2.3〜R2.7）

18　代
吉田 淳一
八戸市議会議員
（H17.6〜H19.5）

９代〜11代
大平 鉄三
三戸町議会議員
（H7.5〜H8.3）
（H8.3〜H12.3）
（H12.3〜H14.4）

９　代
西野 陽一
八戸市議会議員
（S62.6〜H1.6）
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八は
ち
の
へ
し

戸
市

五ご
の
へ
ま
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戸
町

南な
ん
ぶ
ち
ょ
う

部
町

新し
ん
ご
う
む
ら

郷
村

●面積………３０５.５６㎢
●人口………２２４，６１７人
●世帯数……１０９，５５５世帯
●市制施行記念日…昭和４年5月１日
●産業構造［第１次］…３.４％
　　　　　［第２次］…２３.０％
　　　　　［第３次］…７３.６％
●平均所得…２，７０６千円╱人

●面積………１７７.６７㎢
●人口………１６，５７１人
●世帯数……７，０１０世帯
●町制施行記念日…昭和30年７月１日
●産業構造［第１次］…２３.０％
　　　　　［第２次］…２６.０％
　　　　　［第３次］…５１.０％
●平均所得…２，２８２千円╱人

●面積………１５３.１２㎢
●人口………１７，４８０人
●世帯数……７，４９９世帯
●町制施行記念日…平成18年１月１日
●産業構造［第１次］…２５.３％
　　　　　［第２次］…２１.９％
　　　　　［第３次］…５２.８％
●平均所得…２，２６８千円╱人

●面積………１５０.７７㎢
●人口………２，３３５人
●世帯数……９１５世帯
●村制施行記念日…昭和30年７月29日
●産業構造［第１次］…４８.５％
　　　　　［第２次］…１７.３％
　　　　　［第３次］…３４.２％
●平均所得…２，２１８千円╱人

●面積………１５１.７９㎢
●人口………９，５９６人
●世帯数……４，２１２世帯
●町制施行記念日…昭和30年３月20日
●産業構造［第１次］…３１.２％
　　　　　［第２次］…１９.１％
　　　　　［第３次］…４９.７％
●平均所得…２，０７９千円╱人

●面積………２４１.９８㎢
●人口………５，２２２人
●世帯数……２，１３４世帯
●町制施行記念日…昭和30年３月１日
●産業構造［第１次］…３６.７％
　　　　　［第２次］…２３.７％
　　　　　［第３次］…３９.６％
●平均所得…２，２３３千円╱人

●面積………９４.００㎢
●人口………１３，１２２人
●世帯数……５，９７９世帯
●町制施行記念日…昭和55年5月１日
●産業構造［第１次］…８.９％
　　　　　［第２次］…３０.９％
　　　　　［第３次］…６０.２％
●平均所得…２，２６５千円╱人

●面積………７１.９６㎢
●人口………２５，２４０人
●世帯数……１０，６０６世帯
●町制施行記念日…平成18年３月１日
●産業構造［第１次］…９.６％
　　　　　［第２次］…２８.９％
　　　　　［第３次］…６１.５％
●平均所得…２，７４６千円╱人

ふるさとデータ

市民の花……菊
市民の鳥……ウミネコ
市民の木……イチイ（オンコ）
市民のさかな……イカ�

市
の
シ
ン
ボ
ル

町の花……菊
町の鳥……白鳥
町の木……赤松・オンコ

町
の
シ
ン
ボ
ル

町の花……ぼたん
町の鳥……うぐいす
町の木……赤松

町
の
シ
ン
ボ
ル

村の花……水芭蕉
村の木……栃の木

村
の
シ
ン
ボ
ル

町の花……福寿草
町の鳥……コノハズク
町の木……桐

町
の
シ
ン
ボ
ル

町の花……山ツツジ
町の鳥……キセキレイ
町の木……ナナカマド

町
の
シ
ン
ボ
ル

町の花……つつじ
町の鳥……うぐいす
町の木……けやき
町の魚……アブラメ�

町
の
シ
ン
ボ
ル

町の花……さくら
町の鳥……はくちょう
町の木……いちょう

町
の
シ
ン
ボ
ル

三さ
ん
の
へ
ま
ち

戸
町

田た
っ
こ
ま
ち

子
町

階は
し
か
み
ち
ょ
う

上
町

おお
い
ら
せ
ち
ょ
う

い
ら
せ
町

※面積は、令和３年１月１日時点。　※人口及び世帯数は、令和３年４月１日時点の住民基本台帳による。
※産業構造は、平成27年国勢調査による。構成比は、分母から分類不能分を除いて算出。　※平均所得は、平成30年度市町村民経済計算による。
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三さ
ん
の
へ
ま
ち

戸
町

五ご
の
へ
ま
ち

戸
町

田た
っ
こ
ま
ち

子
町

おお
い
ら
せ
ち
ょ
う

い
ら
せ
町

特産品のウニや町の花つつじ、町の魚アブラメを�
モチーフにした「かぜ丸」「つつじ姫」「あぶらめくん」�
です。

新し
ん
ご
う
む
ら

郷
村

にんにくランド耕国第229代国王の嫡子として誕生！�
たっこにんにくの品質管理とPRに努め、「たっこ王子」�
として愛されている。

八は
ち
の
へ
し

戸
市

階は
し
か
み
ち
ょ
う

上
町

南な
ん
ぶ
ち
ょ
う

部
町

八戸地域の代表的な郷土玩具である
「八幡馬」をモチーフに、三戸町出身の
漫画家、馬場のぼる氏にキャラクター�
化してもらった親しみやすく愛される�
マークです。

八戸市の特産品であるイカの形の頭巾をお揃いで
かぶった、ウミネコの仲良しファミリー。

「11ぴきのねこ」たちはいつも一緒。みんなでちから
をあわせて、三戸町をPRしてくれています。

©東京ハイジ／五戸町

五戸町出身の姉妹クリエーター「東京ハイジ」が町
の木「オンコ」や白馬をモチーフにした、愛らしい表
情で親しまれている町PRキャラクターです。

おいらせ町イメージキャラクター「おいらくん」は、�
おいらせ町（OIRASE）の頭文字 “Ｏ ”とおいらせ町に�
象徴される清冽な水、命の源である水をモチーフに、�
町民の和を象徴するよう丸みのある顔に、水のしずく�
を組み合わせ、キャラクター化しました。

2010年にきのこの里PRキャラクター新（あらた）�
くんと郷（さと）ちゃんが誕生しました。イベント

などで着ぐるみを着用し、椎茸の販売促進に努めている�
他、シールを作成し、生椎茸・乾燥椎茸のパックに貼る�
などして、新郷特産をPRしています。

家族や仲間と一緒に鍋料理を囲み、活発なコミュニ
ケーションを図ってもらうきっかけとなるよう作成さ
れました。

マスコットキャラクター


